
しょう4 こくご「四字熟語」 その2
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 四字熟語「古今東西」の 意味は?

ア 少人数が あちらこちらに かたまっている 様子

イひと目 見ただけで はっきり 分かること ウ 春・夏・秋・冬の 四つの 季節。一年を通して

エ 昔から 今まで、また どこでも すべて こたえ 

2 「あれこれ 言わずに、黙って 実行すること」という 意味の 四字熟語は?

ア 単 刀 直入 イ不言実行 ウ 古今東西 エ 二束三文 こたえ 

3 「寒い日と 暖かい日が くり返され、しだいに 春へ 向かうこと」という 意味の 四字熟語

は?

ア 三寒四温 イ 適材適所 ウ 起承転結 エ一喜一憂 こたえ 

4 四字熟語「意気投合」の 意味は?

アものごとの 初めから 終わりまで 全部

イちょっとした ことで 喜んだり 心配したり すること

ウたがいの 気持ちが ぴったり 合うこと エ一つのことに 心を 集 中させて 取り組むこと

こたえ 

5 四字熟語「正々堂々」の 意味は?

ア前おきなく いきなり 本題に 入ること イ思いのままに 操れること

ウすぐれた 人物は 時間を かけて 大成すること

エ 逃げ隠れ せず、正しく 堂々と 立ち向かうこと こたえ 

6 四字熟語「起承転結」の 意味は?

ア 隠しごとが なく、正しく 堂々と していること イひと目 見ただけで はっきり 分かること

ウ 文 章や 話を 組み立てる 四つの 順 序 エ 自然の 美しい 景色や ものごと こたえ 

7 「すぐれた 人物は 時間を かけて 大成すること」という 意味の 四字熟語は?

ア 半信半疑 イ一長一短 ウ大器晩成 エ 公明正大 こたえ 

よじじゅくご

よじじゅくご ここん とうざい いみ

しょうにんずう ようす

め み わ はる なつ あき ふゆ よっ きせつ いちねん とお

むかし いま

い だま じっこう いみ よじじゅくご

たんとうちょくにゅう ふげん じっこう ここん とうざい にそくさんもん

さむ ひ あたた ひ かえ はる む いみ よじじゅくご

さんかんしおん てきざいてきしょ きしょうてんけつ いっきいちゆう

よじじゅくご いきとうごう いみ

はじ お ぜんぶ

よろこ しんぱい

きも あ ひと こころ しゅうちゅう と く

よじじゅくご せいせいどうどう いみ

まえ ほんだい はい おも あやつ

じんぶつ じかん たいせい

に かく ただ どう た む

よじじゅくご きしょうてんけつ いみ

かく ただ どう め み わ

ぶんしょう はなし く た よっ じゅんじょ しぜん うつく けしき

じんぶつ じかん たいせい いみ よじじゅくご

はんしんはんぎ いっちょういったん たいきばんせい こうめいせいだい



8 「人の 考えや 好みは それぞれ 違うこと」という 意味の 四字熟語は?

ア一日千秋 イ 十人十色 ウ 試行錯誤 エ 適材適所 こたえ 

9 四字熟語「三々五々」の 意味は?

ア思いのままに 操れること イ 強い者が 弱い者を うち負かして 栄えること

ウ 少人数が あちらこちらに かたまっている 様子 エ 名前ばかりで 中身が ともなわないこと

こたえ 

10 「一つのことで 二つの 得を すること」という 意味の 四字熟語は?

ア 完全無欠 イ一心同体 ウ一石二鳥 エ 空前絶後 こたえ 

11 四字熟語「一心同体」の 意味は?

アすぐれた 人物は 時間を かけて 大成すること イ 言葉に しなくても 心が 通じ合うこと

ウ 何人かが 心を 一つに して、一人のように なること

エ 昔のことを 学んで 新しい 知識を 得ること こたえ 

12 「前おきなく いきなり 本題に 入ること」という 意味の 四字熟語は?

ア 単 刀 直入 イ一心同体 ウ 二束三文 エ一心不乱 こたえ 

13 四字熟語「四苦八苦」の 意味は?

アさまざまで、それぞれ 大きく 違うこと イ前おきなく いきなり 本題に 入ること

ウとても 苦労して 苦しむこと エよい点も あれば 悪い点も あること こたえ 

14 四字熟語「一長一短」の 意味は?

アたがいの 気持ちが ぴったり 合うこと イ 苦しみながら 力の かぎり がんばること

ウよい点も あれば 悪い点も あること エ 元気を なくして がっかりすること こたえ 

15 四字熟語「一期一会」の 意味は?

アほんの わずかな 時間や 日数 イものごとの 初めから 終わりまで 全部

ウ 強い者が 弱い者を うち負かして 栄えること エ一生に 一度の 出会いを 大切に すること

こたえ 

ひと かんが この ちが いみ よじじゅくご

いちじつせんしゅう じゅうにんといろ しこうさくご てきざいてきしょ

よじじゅくご さんさんごご いみ

おも あやつ つよ もの よわ もの ま さか

しょうにんずう ようす なまえ なかみ

ひと ふた え いみ よじじゅくご

かんぜん むけつ いっしんどうたい いっせきにちょう くうぜんぜつご

よじじゅくご いっしんどうたい いみ

じんぶつ じかん たいせい ことば こころ つう あ

なんにん こころ ひと ひとり

むかし まな あたら ちしき え

まえ ほんだい はい いみ よじじゅくご

たんとうちょくにゅう いっしんどうたい にそくさんもん いっしんふらん

よじじゅくご しくはっく いみ

おお ちが まえ ほんだい はい

くろう くる てん わる てん

よじじゅくご いっちょういったん いみ

きも あ くる ちから

てん わる てん げんき

よじじゅくご いちごいちえ いみ

じかん にっすう はじ お ぜんぶ

つよ もの よわ もの ま さか いっしょう いちど であ たいせつ



16 「欠点が まったく なく、完ぺきなこと」という 意味の 四字熟語は?

ア 起承転結 イ 言行一致 ウ 自画自賛 エ 完全無欠 こたえ 

17 「名前ばかりで 中身が ともなわないこと」という 意味の 四字熟語は?

ア 意味深 長 イ 三寒四温 ウ一長一短 エ 有名無実 こたえ 

18 「一生に 一度の 出会いを 大切に すること」という 意味の 四字熟語は?

ア 半信半疑 イ 因果応報 ウ 以心伝心 エ一期一会 こたえ 

19 「とても 苦労して 苦しむこと」という 意味の 四字熟語は?

ア 有名無実 イ心機一転 ウ 二束三文 エ 四苦八苦 こたえ 

20 四字熟語「絶体絶命」の 意味は?

ア 強い者が 弱い者を うち負かして 栄えること イものごとの 初めから 終わりまで 全部

ウ 半分 信じ、半分 疑うこと エどうにも のがれられない 危険な 立場 こたえ 

けってん かん いみ よじじゅくご

きしょうてんけつ げんこう いっち じが じさん かんぜん むけつ

なまえ なかみ いみ よじじゅくご

いみ しんちょう さんかんしおん いっちょういったん ゆうめい むじつ

いっしょう いちど であ たいせつ いみ よじじゅくご

はんしんはんぎ いんがおうほう いしんでんしん いちごいちえ

くろう くる いみ よじじゅくご

ゆうめい むじつ しんきいってん にそくさんもん しくはっく

よじじゅくご ぜったいぜつめい いみ

つよ もの よわ もの ま さか はじ お ぜんぶ

はんぶん しん はんぶんうたが きけん たちば



こたえ　しょう4 こくご「四字熟語」 その2

1  エ 昔から 今まで、また どこでも すべて

2  イ 不言実行

3  ア 三寒四温

4  ウ たがいの 気持ちが ぴったり 合うこと

5  エ 逃げ隠れ せず、正しく 堂々と 立ち向かうこ

と

6  ウ 文章や 話を 組み立てる 四つの 順序

7  ウ 大器晩成

8  イ 十人十色

9  ウ 少人数が あちらこちらに かたまっている 様

子

10  ウ 一石二鳥

11  ウ 何人かが 心を 一つに して、一人のように

なること

12  ア 単刀直入

13  ウ とても 苦労して 苦しむこと

14  ウ よい点も あれば 悪い点も あること

15  エ 一生に 一度の 出会いを 大切に すること

16  エ 完全無欠

17  エ 有名無実

18  エ 一期一会

19  エ 四苦八苦

20  エ どうにも のがれられない 危険な 立場


